
 

◆市内全中学校における完全給食の実施 
 

 ＊成長期の中学生の健全な食生活の実現 

 ＊小中一貫教育を通した食に関する系統的な指導 

 ＊望ましい栄養や食事のとり方への理解，感性を育む食育のさらな

る充実 

 

◆各学校の状況等を考慮した空調設備整備 
 

＊児童生徒の健康管理 

＊発育・発達中途にある子どもの健全育成 

  

◆トイレの洋式化 
 

＊生活様式の変化，家庭トイレの洋式化，衛

生面 

 ＊「学校」＝「公の施設」 

地域活動，災害時の緊急避難場所として地

域住民が使用 

 

◆情報機器の整備・活用と指導方法・指導体制の確立 
 

◆離れた学校間をつなぐ方法として，ＩＣＴを活用 
 

◆グローバル社会に対応した人材を育む環境づくり 
 

【具体的方策】 

・ＩＣＴの適切な利用及び情報モラルに関する指導 

 ・電子黒板等ＩＣＴ機器の整備・活用の検討，図書の整備・充実 

 ・教職員研修の充実，教育委員会による支援体制の確立 

・中学校区における児童会・生徒会とのネット会議， 

インターネットを活用した学習活動 

・地域行事等の企画段階からの子どもの参画 

 

 

子ども同士互いのコミュニケーションを深め，多様な考え方に触れたり，共に活動したりする中で，確かな学力，豊かな人間性や社会性， 

健康・体力を育むためには，一定規模の人数が必要である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

●過小規模校は，実態の解消も視野に入れ早急に検討 

●小規模校について，今後のあり方を検討 

●大規模校は，児童生徒数の将来推移をみながら検討 

●学級規模については，国への法制面の改善及び県への 

制度拡充等の要望と併せ，慎重に検討 

望ましい学校規模・学級規模 

 
◆中学校区単位での活動・交流の場の確保 
  

◆保護者や地域住民への情報発信 
  

【具体的方策】 

・地域住民による学習支援，中学校区の学校と地域団体との

連携の促進 

・ウェブサイト(ＨＰ)による情報発信，広報誌等の発行 

◆小学校：「１学級 21 人～30 人」 

◆中学校：「１学級 26 人～35 人」 

◆単学級（１学年１学級）の下限：「小学校 16 人以上」 

「中学校 20 人以上」 

・班学習，集団学習・活動の確保 

・個に応じた指導，自己効力感を実感する 

◆小学校：「１学年２学級～３学級」 

◆中学校：「１学年３学級～４学級」 

「１学校 10 学級以上」 
・クラス替えが可能 
・集団での効果的な教育活動が可能 

・全ての教科の担任を配置できる（中学校） 

 

 

-めざす子ども像-「福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子ども」を育てるための小中一貫教育を推進する上で，“子どもにとっての望ましい学校教育環境のあり方”について，教

育委員会より諮問を受けた３項目（①教育効果を高めるための望ましい学校規模等の基本的な考え方について ②社会の変化に対応する教育環境の整備に向けた具体的な方策について ③児童生徒の健全育成

のための教育環境の整備について）に対して，次のとおり答申をまとめました。 

 

 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

望ましい学校教育環境のあり方について（答申）概要版 

① 望ましい学校規模等 

中学校給食 

空調(冷房)設備 

洋式トイレ 

「福山に愛着と誇りを持ち， 

変化の激しい社会を 

たくましく生きる子ども」 

の育成 

情報化・グローバル化に対応した教育の推進 

地域連携 

② 

社
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す
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望ましい学校教育環境の実現 

 

◆一体型小中一貫教育校 

・整備については，敷地面積，施設の状態，通学区域・

時間，地域性等，学校や地域の実態・実情等を勘案し，

検討 

・一体型校の早急な試行 
 

◆連携型小中一貫教育校 

・各学校の児童生徒数の将来推計，学校間の距離や地域

コミュニティ等の状況を勘案して，効果的な連携教育

ができる体制となるような取組が必要 

・連携する小学校が複数校の場合は，小学校間の連携も

必要 
 

◆併用型小中一貫教育校 

他市町実践校の成果・課題等状況を把握し，国の動向と

併せ研究 

小中一貫教育校 

望ましい学校教育環境の実現に向けて，現状や課題等を総合的に考慮した上で，計画的に整備を進められたい。 

教育効果を高めるための 

望ましい学校規模等の実現に向けて， 

学校統合を含めて検討を！ 

福山市学校教育環境検討委員会 

２０１４年（平成２６年）１０月 
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事業の優先度を考慮する中で，実現に向けた方策の検討を！ 


